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Abstract
AStudy　on　Soviet　Social　Comedies　in　NEP　era．
TAKEDA　Kiyoshi
　　　　In　Soviet　NEP　era（1921－1928），　many　social　comedies　were　written．　Some　of　them　were
presented　in　Japan　on　the　stage　of　Tsuikiji－shogekijo．　They　were“Vozdushny　Pirog”by
B．Romashov，“Mandat”by　N，　Erdman　and“Uchiter　Bubus”by　A．　Faiko．
　　　　When　I　read“Mandat”，　on　the　chance　of　studying　Meyerhold’s　work，　I　fbund　in　this　book
there　is　an　unread　play　by　unknown　author．　It　was“Vsesvalka”written　by　V．　Ardov．　I　read　it
and　fbund　it　was　a　masterpiece　of　Soviet　social　comedies，　which　took　over　Gogolian　tradition　of
Russian　comedy．　I　decided　to　study　Soviet　social　comedies．　I　researched　of　Ardov，　but　didn’t
discover　him　in　Russian　writers’dictionary　in　20th　century　published　in　Russia
　　　　My　article　deals　with　seven　representative　comedies　in　NEP　era．　They　are“Vsesvalka”by
V．Ardov，“Zoikina　Kvartira”by　M．　Bulgakov，“Mandat”and“Samoubiitsa”by　N．　Erdman，
“Vozdushny　Pirog”by　B，　Romashov，“Klop”and“Vania”by　V．　Mayakovsky．
　　　　“Vsesvalka”deals　with　a　villain　Kropetsky’s　fraud．　He　contracted　to　handle　rubbishies，
receiving　the　cost　befbrehand，　but　without　handling　anything，　he　escapes　with　all　money．
　　　　“Zoikina　Kvartira”deals　with　Zoya’s　emigration　plan　to　Paris．　She　intends　to　make　much
money　by　prostitution　of　young　girls　who　are　employed　by　Zoya，　and　selling　opium．　But　at　last，
she　is　arrested．
　　　　“Mandat”deals　with　a　big　hope　of　peoples　unable　to　adapt　themselves　to　the　new　Soviet
system．　They　hope　the　resurrection　of　Russian　Empire．　The　appearance　of　Princess　Anastasia
Romanova　was　their　misunderstanding．
　　　　“Samoubiitsa”，　that　is，　the　man　who　wants　to　commit　suicide，　deals　with　Semyon’s　suicide
as　the　protest　to　Soviet　State．　But　he　was　so　coward　that　could　not　commit　suicide．
　　　　“Vozdushny　Pirog”deals　with　a　big　enterprise　plan　of　nepman　Rak．　He　was　a　very　careless
villain，　so　he　was　deceived　by　many　partners．　At　last，　he　was　arrested　by　the　police．
　　　　“Klop”deals　with　two　incidents　in　1929　and　1979．　Former　communist　party　member　and
labourer　Prisuipkin　decided　to　marry　the　daughter　of　petit　bourgeois　family．　At　the　evening　of
wedding，　a且re　broke　out．　All　the　attendants　were　died，　and　only・Prisuipkin　was　left　there　in
frozen．　Fifty　years　later，　he　was　discovered　and　made　resurrect丘om　frozen　with　a　bedbug．　He
and　a　bedbug　were　made　sideshow　to　ideal　socialist　society’s　people．
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　　　　“Vania”deals　with　a　labourer－inventor　Chudakov’s　invent　of　time　machine．　Time　machine
begins　to　work　and　they　receive　a　message　from丘fty　years　later　world．　It　tens　them　that　we
wiH　send　a　missionary　to　you　today　at　eight　in　the　evening．　At　eight　a　phosphorescence　woman
appeared　and　told　that　she　would　take　only　good　people　to　a　hLmdred　later　Commしmist　world．
Chudakov　and　his　comrades．were　taken　to　the　ideal　Communist　world．　But　Soviet’s　bureaucrats
were　left　behind．
　　　　According　to　Harold　Segel，　author　of“Twentieth　Century　Russian　Drama”，　these　are　NEP
satire，　subordinate　to　lower　comedies　with　absurdity　and　grotesque．　When　I　read　these
comedies，　however，　I　have　felt　they　are　not　only　satire，　but　including　something　else　function．
What　is　that　something　else　function？
　　　　The　reason　why　these　social　comedies　gave　me　another　impression　different　from　satire，
was　the　endings　of　them．　Although　protagonists　commit　various　social　diseases，　they　receive
miserable　end，　some　of　them　are　arrested　by　the　police．　Therefbre　most　of　these　social　comedies
end　anti－hero’s　disastrous　failure．
　　　　Are　these　comedies　truly　satire，　or　not？The　key　to　this　question　was　Soviet　economical
transition　from　NEP　to　First　Five　Years’Plan（FFYP）．　NEP　was　an　extraordinary　urgent
economical　plan　to　escape　from　famine　and　make　Soviet　economy　productive　again．　NEP
inevitably　produced　many　nepmen，　who　made　much　money　in　doing　speculation　and　illicit　sale．
Therefbre，　in　1926，　Soviet　state　prohibited　speculation，　and　later　retail　merchandise．　As　a　result
all　nepmen　disappeared　thoroughly．
　　　　In　l928，　Soviet　state　proclaimed　the　introduction　of　FFYP．　On　the　streeしthere　vanished　all
retail　merchants．　And　the　purge　started　in　all　areas　of　society．
　　　　Befbre　starting　FFYP，　Soviet　state　absolutely　didn’t　need　the　satire　in　literature．　Because
satires　（in　novels　and　plays）give　notice　to　Soviet　citizens　a皿of　social　diseases　carrying　out　in
the　society．　Soviet　wanted　the　literature　to　display　the　social　shape　succeeding　to　construct
Socialist　Soviet　Nation．
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《個人研究第1種》
ソ連ネップ期の社会喜劇について
武　田 清
1．はじめに
　旧ソ連の新経済政策（ネップ）期（1921～1928）には多くの社会喜劇が書かれた。そしてそのう
ちの幾本かは同時代に，わが国の築地小劇場の舞台でも上演された。わが国で上演されたのは，ポリ
ス・ロマショフ作『空気饅頭』，ニコライ・エルドマン作『委任状』，アレクセイ・ファイコ作『ブブ
ス先生』の三作である。
　20世紀を代表する演出家の一人メイエルホリドの演出を研究していた際に，彼の劇場で上演され
た「委任状』を読んでみた。これはこれで十分面白い喜劇であるとは思ったが，何か物足りないもの
があった。その「何か」については後述するが，読んでみてもネップ期の喜劇を独立したテーマとし
て研究してみることなど思いつかなかった。
　ロシア戯曲史を大学院で講義することになった年，確認の意味で『委任状』を再読した際この作
品が収められた戯曲集に，これまで一度もその作者名を聞いたことのない劇作家の作品が収められて
いるのに気づき，ほんのついでに読んでみた。一読して驚いた。それはゴーゴリ以来のロシア喜劇の
伝統を受け継ぐ傑作だったからである。作者の名はヴィクトル・アルドブ，『塵芥掃除組合』という
喜劇であった。
　調べてみると，この戯曲はモスクワの課刺劇場で1928年から上演が開始された人気演目の一つで
あった（1）。早速作者アルドブについて調べてみるべく『20世紀ロシア作家事典』を引いてみると，
驚いたことにアルドブは項目に出ていない（2＞。謎の作家だという訳である。これがきっかけになっ
て，旧ソ連ネップ期の社会喜劇をテーマに研究してみようと思いたったのであった。
　ネップ期に書かれた社会喜劇のうちには，80年後の今日でも上演されている作品があることは，
本研究の海外出張でモスクワを訪れた際演劇雑誌で知り，そして劇場へ足を運んで確かめたことで
ある。
2．ソ連ネップ期とは
ロシア十月革命後，ロシア共産党ボリシェヴィキを中心とするソビエト政府は，戦時共産主義と呼
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ばれた経済体制を採ることを決定した。これはトロツキイによれば
　「その時期（1918～1921年）のソヴェト政府の経済的課題は主として，軍事産業を維持すること，
　過去からうけついだ乏しい貯えを戦争のために，また都市住民を破滅から救うために利用すること
　に帰着した。戦時共産主義は本質的には，包囲された要塞の中での消費統制方式であった。」（3）
という。トロッキイの考えでは，この統制方法を分配の領域においても生産の分野においても，その
まま計画経済の方式へ発展させることを目指していた。しかし，現実が統制方法と次第に衝突するよ
うになっていった。生産がどんどん低下していって，例えば1921年の工業生産高は戦前の五分の一
までに下がっていったのである。これは戦争による破壊のせいだけではなく，生産者の「物質的関心」
が奪われていったせいでもあった。政府は穀物を調達するために武装した労働者部隊を農村へ派遣し
た。食糧を暴力的に徴発するためであった。これによって生産者の生産意欲はますます減退していっ
た。
　1921年3月，ソビエト政府は第10回ロシア共産党大会で，これまでの戦時共産主義の食糧徴発制
に代えて現物税を導入し，納税後に手元に残った農作物について自由処分を認めた。この自由取引に
付けられていた制限も次第に解除されて行き，現物交換から貨幣を介した流通が主となっていった。
工業面でも，一部の小企業が国有化を解除され，私企業者に賃貸されるようになり，また中企業も独
立採算制を原則とするように移行し，市場が復活されて，そこで商品を売買するようになって行っ
た。これがネップ（新経済政策）体制であった。再びトロツキイによれば，
　「農村との経済的相互関係を正常化するということがネップの明らかにもっとも緊迫した，急を要
　する課題であった。しかしながら，その後の経験は，工業自体もそれが社会化されているという性
　格にもかかわらず，資本主義が生みだした貨幣計算の方法を必要とするということを示した。」（4）
のである。ネップが資本主義への一時的退行であったと規定される所以である。市場が合法化され通
貨制度が復活し，新札（チェルヴォーネッツ＝10ルーブリ札）が発行されると，農業生産高はよみが
えり，工業生産高は1926年には戦前の水準へと回復していた。
　市場メカニズムの復活と広範な利用によって，ソ連社会は異様な活気を呈するようになっていっ
た。労働組合を始めとする諸社会団体が国家機構から相対的に独立した位置を占めていたことも幸い
し，比較的自由な文化政策が採用されていた（無視されていた）こともあって，1920年代後半のソ
連の芸術世界，特に演劇は史上例を見ない発展を遂げて，西欧世界の最先端に躍り出たのである。
　ネップは生産，経済活動の領域において，未曾有の発展を見せた一方で，ネップマンと呼ばれた成
金層を生みだした。市場の合法化によって私的取引が活発に展開され，1922年には早くも私的取引
が全小売商業の四分の三を占めるに至っていた。ネップマンはソ連経済の不十分な活動を補填し，国
営工業と市場を媒介する仲介人（ブローカー）としても重要な役割を果たしたが，野心的なネップマ
ンの中には金融業や投機にも乗り出して，巨万の富を稼ぎ出す者が出現し始めたのである。彼らに対
するソ連社会の反感も強く，1926年6月には彼らに対する特別課税が法制化され，政令によって投
機が刑事罰の対象とされるに至った。私的取引（経済活動）も投機と見なされて抑圧の対象となり，
こうして1928年第一次五ヵ年計画の決定，導入とともにネップマンも消滅して行くことになる。
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　ネップのスタートからネップマンの消滅までの過程を急ぎ足で追ってきたが，この過程は何やら
1991年末のソ連解体から経済混乱を経て，現在のプーチン体制までの過程を彷彿させるものがある。
　本研究がテーマとするソ連ネップ期の社会喜劇は，ちょうどこの過程でソ連社会，特に首都モスク
ワに次々と生じた事件や出来事を題材にして執筆された作品群なのである。
　少し先走りするようであるが，これらのネップ期の社会喜劇が実際に劇場で上演されて観客に大好
評であったという事実は何を意味するのであろうか。確かに社会喜劇の主人公たちの中には，ネップ
体制を利用して莫大な財産を貯える者がいるが，結末は彼らの破綻に終わるからである。社会喜劇は
ネップのおこぼれに預かることができなかった市民の不満，諺憤のはけ口として機能していただけで
あったのか，それともそうではなく，また別の機能を担っていたのであったのか。
　ネップはソ連市民の閉じられていた欲望の鍵を開けてしまったのである。真面目に忍耐強く働いて
社会主義を建設しようとしていた共産党員も多く存在した一方で，限られた賃金で働くよりも私的取
引で利ざやを稼ぐ方がはるかに素早く豊かになれると知って飛びつく者も，また当然多かったのであ
る。
　証言を引くことにしよう。1921年にパリに渡り，1924年にモスクワに戻った作家イリヤ・エレン
ブルグはそのネップ期の回想を次のように始めている。
　「モスクワに戻ってみて，私はあいた口がふさがらないほど驚いた。」
　エレンブルグをそれほど驚かせたのは，かつてよく見知っていた人々の変貌ぶりであった。そのこ
とを彼は，「ネップは私にはしばしば一つの不吉な渋面に思えた」と書き記している。彼が目撃した
その変貌の二，三の例を引いてみる。まず，教育人民委員部演劇局（TEO）で働いていた女性につい
て，
　「TEOのタイピストで，われわれからなぜかクレオパトラの異名をたてまつられていた赤毛の娘
　は『演劇における十日』（演劇の十月の間違いか一筆者）やフセヴォロド・エミリエヴィチ（メイ
　エルホリドのこと一筆者）のわしの鳴くような声なぞとうに忘れ去っていた。彼女はペトロフカ
　（モスクワ芸術座近くの繁華な通り一筆者）わきに立って，ブラジャアを商っていた。」（5）
　誰もがネップマンになろうとしてなれるものではなかった。違法行為を犯さねば，売る商品が手に
入らなかったからである。
　「1921年に「ドミノ」でなかば未来派風の詩をよんでいた詩人を私は知っていたが，その詩人がい
　まはフランスの香水とエストニアのコニャックの転売をやっていた。…何百万という金にネップマ
　ンは目がくらみ，気違いじみた振る舞いをし，醜態を演じた。」（6）
　ネップマンの生態を詳細に研究したアラン・ボールは，販売よりも仕入れが困難で，成功の鍵はい
かに商品を仕入れるかであったとして，次のように書いている。
　「ネップ期を通じて，商人たち（国家，協同組合，私企業間わず）が直面した最大の障害は商品を
　売ることではなく仕入れることだった。というのも，多くの生産品に対する需要は供給をはるかに
　上回っていたからである。…ネップマンが国家および協同組合の小売組織に対して持っていた強味
　は，商品をより能率的かつ巧妙に手に入れるその能力であった。」（7）
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　エレンブルグは更にネップによってモスクワの街の容貌そのものが変わってしまったと続けてい
る。
　「数多くのレストランがつぎつぎと店開きした。…どこの町かどにもビヤホールが建ち，フォクス
　トロット，ロシア民謡のコーラス，ジプシー，バラライカ，またしばしば芸のないなぐり合いがお
　こって，ひどくそうそうしかった。」⑧
　先に引いた，ブラジャーを商っていた（恐らくは現在も見られるように立ち売りで）女性が，
TEOで働いた後で街角に立って商売をしていたものか，それとも失業したものか定かではないが，
ネップの恩恵に少しもありつけないどころか，現在の地位よりもさらに転落して生活に困窮する市民
もまた，もちろん数多くいた。現代の言葉で言えば格差社会が広がっていた訳で，富める者はます
ます富み，貧しい者はますます貧窮していったのである。ボールはそのメカニズムを次のように説明
している。
　「国営工場がネップマンへ販売したものが全て行き当たりばったりの無責任なものだったのではな
　い。私的商人たちは一般に国営企業や協同組合の小売組織よりも能率的であったわけではなかった
　が，その「社会主義的な」競争相手よりも高い値段を設定することができた。…その結果ネップ
　マンたちはしばしば同一商品に対して「社会主義的な」企業がなしえた以上に，国営工場からの厳
　しい信用支払期間や高い値段を確保することができた。」（9）
　ネップ期の社会喜劇の作者たちは，いわゆるネップマンの繁栄と転落の物語を喜劇に仕立て上げた
だけでなく，また失業者など貧窮した者たちの生活と体制への反抗をも喜劇に仕立て上げた。エレン
ブルグは〈ネップの時代〉という節を次のように結んでいる。文学の世界でも課刺が機能として必要
とされていたのだとして，次のように語っている。
　「『立口削（ナ・ポストゥ，プロレタリア出身作家グループの機関誌一筆者）派さえ，理論では風刺
　の必要性を認めていたのだが，それにもかかわらず，われわれの生活に存在する奇形的側面を示そ
　うとするたびごとに，彼らはすぐさま，それは誹諺だと宣告するのであった。（「われわれには現代
　のシチェドリンやゴーゴリが必要だ」一こういうことばを私はずっとあとになって聞いた。風刺
　は相変わらず理論では必要だと考えられていたが，実際にはほとんど破壊的行為にも近いものとさ
　れていた。）」（lo＞
　エレンブルグがこんなふうに回想したのは1924年のモスクワのことだが，その前々年から社会喜
劇が続々と書かれ始めるのである。その作品が破壊的行為にも等しい謁刺であったか，それとも別の
何物かであったのか，あるいは謁刺であると同時に社会悪矯正のための批判であったのか，それはこ
れから考えていくべき問題である。
　実際の社会喜劇の代表作について，その内容を見ていく前に，ゴーゴリ的とは何かを自分なりに定
義してみたいと思う。
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3．ゴーゴリ的とは
　ゴーゴリ的とは喜劇の場合，彼が書いた喜劇『検察官』の特徴について言われる言葉である。この
喜劇は，ニコライ・ゴーゴリ（1809～52）が1835年に書き，翌1836年に両首都モスクワとペテルブ
ルグで上演されるや喧々難々たる騒動を巻き起こした作品である。
　舞台はロシアの地方都市の市長の屋敷。市長が判事以下町のお歴々を集めて，首都からこの町に検
察官が査察に，しかもお忍びでやって来ていると告げる。ペテルブルグからやって来た若い男が下男
を一人だけ連れて旅館に泊まり，町のあちこちを見て回っているとの知らせが届いたと。一同びっく
り仰天して慌てふためき，対策を立てようとするが誰にも名案は浮かばない。市長はその若い男をひ
とまず自分の屋敷に迎えようと，馬車で旅館に向かう。
　市長たちが迎えに行った若い男フレスタコーフは実はペテルブルグの下級官吏で，父親に呼ばれて
故郷に帰る途申，町々でカード賭博をやっては金を巻き上げられ，宿賃を溜めたあげく，今日の食事
代にも事欠くありさまになっていただけであった。
　このフレスタコーフを首都からやって来た検察官だと思い込んだ市長は，丁重に自分の屋敷に招待
し，溜まっていた宿賃を払ってやって連れ帰る。初めは何が起こっているのか全く見当がつかなかっ
たフレスタコーフだったが，市長と話している間に自分が検察官と間違えられていることに気づき，
これを利用してたんまり金をふんだくってやることを思いつく。
　普段から脛に傷持つ身の市長とお歴々は，フレスタコーフを饗応して，さんざんに酒を飲ませた挙
句，不正を見逃してもらおうと次々に賄賂を贈りに訪れてくる。フレスタコーフは調子に乗って散々
虚言を撒き散らし，全員から賄賂を受け取っていく。更に，市長の娘と結婚したいと言い出して，市
長夫妻を有頂天にさせる。
　ここらが潮時だと判断した下男のオシップは，フレスタコーフに身元がバレないうちに故郷に向
かって出立しましょうと勧める。しぶしぶオシップの勧めに従うことにしたフレスタコーフは，事の
顛末をペテルブルグの友人に宛てた手紙に認め，郵便局に出すと二人で馬車に乗って出立する。故郷
の父親に結婚の承諾をもらったら，すぐに引き返してくると言い残して。
　首都に出て将軍の職に就けるものと期待していた市長の下に，郵便局長が一通の手紙を持って駆け
込んでくる。彼が手に持っているのは，フレスタコーフが友人宛に書いた手紙で，郵便局長が勝手に
開封したものだった。手紙を読んで判明したことは，われわれが検察官だと思い込んでいたあの男
は，実はそうではなかった，真っ赤な偽物だったと。フレスタコーフは手紙の中で，市長以下お歴々
を散々に嘲笑い，罵倒していたのであった。奴を連れ戻せと市長は命じるが，既に出立した後で手遅
れであった。誰があの馬の骨を検察官だなどと報告に来たのだと責任を追及し合っているところへ，
憲兵が知らせを持ってくる。「特命によりペテルブルグから到着せられたお役人が，ただちに出頭せ
よと仰せです。ただ今宿屋にご投宿になりました。」
　この言葉に一同は雷に打たれたように一斉に驚きの声を上げ，そのまま石のように固まってしま
う。
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　以上が『検察官』の粗筋であるが，従来ゴーゴリ的と言われてきたのは，その鋭い謁刺によってロ
シアの現実の姿を挟り出したことを指していた。いわく，「人目にもつかぬ下級官吏の日常生活をユー
モアを交えて活写しながら，その日常にひそむぞっとするような真実を明らかにしている」とかいう
批評である。だが，ゴーゴリが書いたところによれば，「何よりも公正さが要求される場所と機会に
見られるロシアにおける一切の悪しきものを十把一絡げに笑いとばしてやろう」（『作者の告白』1847
年）として書き上げられたものであった。だが，上演されるや，「進歩的知識人は，やりこめられる
市長たちの姿にやんやの喝采を送り，ペテルブルグの高級官僚や保守派の批評家たちからは公然たる
体制批判だと憤激を買い」（11），反響の余りの大きさに恐れをなしたゴーゴリは即座に国外に逃亡した
のである。
　ゴーゴリ的だと評される特徴は，『検察官』という喜劇の持つ構造に由来する。つまり，悪党を検
察官だと勝手に信じこんで騙され，大金を巻き上げられた挙句に悪党にはまんまと逃げられるという
展開である。そして重要なのは，この悪党は機会さえあればこれと同じような悪事を，また別の場所
でも働くのだろうと思わせるところである。事態は全く変わらない，失敗に何も学びはしまい，とい
う印象を抱かせるのである。
　フレスタコーフは，また検察官に間違えられることがあれば，従前よりも更に巧妙に詐欺まがいの
悪事を働くのだろうし，また市長始めお歴々は到着したばかりの本物の検察官にも同じように饗応
し，取り入って日頃の行政不行き届きを見逃してもらおうと，賄賂を贈るだろうということである。
この無限に連続するであろうという感触が，私の言う「ゴーゴリ的」の正体である。
　以上述べてきたゴーゴリ的と思わせる諸条件は，そのままアルドブの『塵芥掃除組合』にも当ては
まりそうである。ただ一点だけ異なるのは，主人公の悪党が首都ペテルブルグからやってきたのでは
なく，舞台がそもそも首都モスクワになっていることである。
4．社会喜劇のケーススタディ
（1）－a．ヴィクトル・アルドブ（1900～1976）作『塵芥掃除組合』（12）
　1920年代のモスクワ。ローザ・ルクセンブルグ住宅組合の本部事務所。次から次へと賃貸人が苦
情を持ちこんできてごった返しているなかに，これも賃貸人の一人で失業中の男（詐欺師）クロペー
ツキイが入ってくる。彼は溜まりに溜まっている家賃の支払を猶予してもらいに来たのだがちょう
どそこに街路監督が入ってきて，集合住宅の入口をふさいでいるゴミの山をすぐに片づけるように言
う。それを聞いていた詐欺師クロペーッキイの頭にあるアイディアが閃いた。クロペーツキイはその
ゴミ処理を私に任せてはくれまいかと願い出る。
　ゴミ処理に頭を悩ませていた住宅組合の支配人は一も二もなくその仕事を彼に任せる。するとクロ
ペーツキイは支配人に，ゴミ処理の全権を委任するという組合の証明書を出してほしいと頼みこむ。
支配人は気軽に引き受けて証明書を出してやる。
　クロペーツキイはこのゴミの山と証明書一通を元手に一仕事やって（詐欺を働いて）大儲けしよう
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と企んだのだった。まず彼は，証明書をたてに政府の委任を受けた仕事だと偽って，ゴミ処理に悩む
各組合を回って契約を取り付ける一方，各機関や党のお偉方を訪ねて公衆衛生のための有益な事業だ
と宣伝し，「塵芥掃除組合連合会」まで設立してしまう。そうして契約した組合からゴミ処理代金を
すべて前金でかき集めてきた。
　クロペーツキイは巨額のゴミ処理代金を懐にしてとんずらする前に，責任を追及されて逮捕される
ことのないように二つの手を打つ。一つは組合事務所に党幹部の肖像写真を売りに来たシュリューコ
フの顔に同業（詐欺師）の臭いをかぎつけ，仲間に引き込んで，組合の支配人である自分の代理人に
仕立て上げること。もう一つは，何のために生きているのか分からなくなってモスクワ川に身投げし
ようとしている詩人を見つけて，彼と交渉して40ルーブリで互いの旅券（国内パスポート）を交換し
たこと。これから死ぬのにパスポートは要らないだろうという口実だが，実は自分のパスポートを
持ったまま溺死してくれればクロペーッキイは自殺したことになるからである。
　クロペーツキイ（実は詩人）の葬儀会場へ変装したクロペーツキイが現れ，自分の葬儀がちゃんと
執り行われ，自分が死んだこと（になっていること）を確認して去る。彼はこれで巨額の金を独り占
めできたのである。
　最終幕，クロペーッキイはまたも協同組合の食料雑貨部に姿を現す。塵芥掃除組合の詐欺が摘発さ
れて，関係者が逮捕されたという噂を聞いて，彼はまたも商売（詐欺）に取りかかる。食肉加工の際
に出る屑を売ってほしいと申し出て，またも屑処理の全権を委任する証明書を出してほしいと頼み込
み，易々とそれを手に入れる。
　クロペーツキイは前舞台に進み出て，観客に向かって言うのだ，「皆さん，見ていて下さい。これ
でまた，始めることができます1」。
　アルドブのこの戯曲は「ゴーゴリ的」だろうか。まず，クロペーツキイは最初から詐欺師だという
ことになっており（観客にはもちろん最初は分からないが），『検察官』のフレスコーフとは異なる。
だが，クロペーツキイはゴミ処理を請け負うと相手を信じさせて処理代金を前払いでかき集め，掃除
組合を設立するや，自分が自殺したと見せかけて代金を持ったまま逃亡する。そして「ゴーゴリ的」
の重要な要素である，この悪党は機会さえあればまた同じ悪事を働くであろうと思わせる感触は，彼
がそれに着手するところで戯曲が終わっていることからも確かに存在するのである。
　このように，ロシアのリアリズム喜劇の伝統をそのままに引いていると思われる戯曲を書いた劇作
家が，ネップ期の最後に出現して，そしてそのまま本当に姿を消してしまったのだろうか。
（1）－b．作家アルドフとその作品について
　訳者の八住利雄は「作者小伝及び解題」で次のように作品を解説している。
　「『塵芥掃除組合』は，モスクワ及びレーニングラードの「課刺劇場」の最近のレパートリーの中に
見出しうる戯曲である。（原作は）アルドブが書き，それを（演出家の〉グートマンが演出用にアレ
ンジした台本に拠ったものである。アルドブは調刺劇場のレパートリーを組成している最も重要な作
家であり，この戯曲の他にもニクーリンとの合作になる『（刑法）第百十四条』，『硝子』がある。あ
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るいはまた，アクセエフとの合作になる『君達は無頼漢らしいね』その他がある。」と。
　「識刺と言っても，この劇場が取り扱う誕刺は広く一般的な問題即ち恋とか結婚とかいう広い問
題に対する謁刺と，特殊なソヴェート・ロシアの現実問題に対する謁刺との二つに分けることが出来
る。『塵芥掃除組合』がその後者に属しているものであることは勿論である。新経済政策実施後の種々
なる間隙に乗じて，ソヴェート・ロシアの現実には種々なる害虫がはびこっている。その毒虫の正体
を遺憾なく暴露し，一般の大衆に緊揮一番の警戒を与えることにこの劇場は重要な目的をもつもので
あろう。そしてロシア文学はその謁刺的能力に於いては，既にゴーゴリの昔から赫々たる光彩を放っ
ている。『塵芥掃除組合』に於いても，それは十分に看取され得るであろう。まことに愉快極まりな
い喜劇である。」
　ところで，この戯曲を翻訳した八住利雄はどこから原作テキストを入手したのであろうか。この戯
曲は現在，ロシア国立中央（旧レーニン）図書館でカード検索しても見つからないからである。この
疑問はまもなく解けた。八住利雄は1991年に死去しているが，彼の旧蔵書は翌年遺族の手で，母校
早稲田大学図書館に寄贈されている。その寄贈図書の中に，『フセスヴァールカ』のテキストはあっ
て，それはモスクワ諏刺劇場で販売されていたタイプ打ちの上演台本であった。
　八住は戦前にはソ連を訪れたことがなかったから，実際には訪ソした日本人の誰かの手で持ち帰ら
れて，八住に譲られたとしか考えようがない。八住は築地小劇場の文芸部員であったから，1927年
冬に訪ソした小山内薫から譲られた可能性があるが，彼の「滞露日記摘要」を読むかぎり，諏刺劇場
へは足を運んでいない。従って，これも残念ながら謎のままである。
　アルドブは英語版のロシア・ソビエト文学事典には項目として出てくるのである。その記述を以下
に引く。
　アルドブ，ヴィクトル・エフィーモヴィチ（1900～1976）。ソビエト・ロシアの作家。1900年10
月8日，ヴォローネジ生まれ。プレハーノブ大学から1925年に経済学の学位を得ている。1921年に
初めて演劇新聞に作品を発表し，課刺雑誌に寄稿した。1924年にはモスクワ謁刺劇場の設立を助け，
ついで1925年にはヴァラエティ・ショーのために台本を書き始めた。アルドブは全部で40冊以上の
ユーモア小説集を出しているが，その内容は課刺的な小品，一幕劇，講刺詩誠刺的なコラムなどで
ある。喜劇ではニクーリンとの共作で『刑法第百十四条』（1926），『いさござ』（1926），『ゴキブリ
方瑚（1929），また単独で『卑しい洒落者』（1937）。また早くからオペレッタの台本に手を染め，『ル
ナ・パーク』（1928），「大使館の求婚者』（1942）などがある。また次のような映画シナリオを執筆
した，『同伴者』（1925），『ストック』（1928），『輝かしい道』（1940），『幸福の使い』（1949），『教育
の秘密』（1960）。アルドブはまたヴァラエティ・ショーやサーカス公演のための舞台テクニックと
理論の本をも執筆している。（13）
　だが，この事典の記述にも『塵芥掃除組合』は出てこない。作家としてのアルドブが出てくる文献
は次の一書だけであった。モスクワ郊外ペレジェルキノにあるチュコフスキイ博物館の館長を勤めて
いたレフ・シーロフが回想する，詩人アンナ・アフマートヴァの章に彼の姿は家族と一緒に出てくる
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のであった。
　アフマートヴァは生涯を通して一度も自分の住まいをというものを持たず，親戚や友人宅に泊まっ
て暮らしていたというのだが，
　「だが，オルディンカ通りに住む作家のヴィクトル・アルドブと女優ニーナ・オリシェフスカヤ夫
　婦宅にはどこよりも長く滞在した。」
　「アルドブ家のアパートではしばしば笑い声が聞かれ，絶えず客が押し寄せ，電話のベルがひっき
　りなしに鳴り響いた。主は精力旺盛で冒険好き，とても機知に富む人間だった。そういう性格を彼
　は時代とともに収入を上げていった自分の仕事に活かした。彼は短い戯曲や一幕もの，ときには
　サーカスやバラエティのアーティストのために滑稽な寸劇を書いた。」
　アルドブ家のアパートは当時の作家詩人のみならず各界の有名人たちが集うサロンになっていた
ようである。
　「俳優のイーゴリ・イリンスキイ，歌手のリジヤ・ルスラーノヴァやヴェルチンスキイなどの流行
　歌手など華やかな彼の客の中にはアフマートヴァが快く思わない人もいたし，全く信用できない人
　もいた。」（14）
　アルドブの人となりについて知りえたのはこれだけであった。
（2）ミハイル・ブルガーコフ（1891～1940）作『ゾーヤのフラット』（15）
　1920年代半ばの住宅難にあえぐモスクワ。サドーヴァヤ環状道路に面した集合住宅に，元貴族の
未亡人ゾーヤ・ペーリツは六部屋の住居（フラット）を持っていた。この住宅の管理委員会議長のア
リルーヤが，なぜゾーヤが独りでこんなに広い居住面積を保有しているのか調査に来る。彼女の返答
によれば，下宿人オボリヤニノブに一部屋を貸し，姪のマニューシカが一部屋を使い，残りの部屋は
これから裁縫店と裁縫学校を開くためだと言って，居住証明書を見せる。居住証明書を見せられ，お
まけに袖の下をつかまされて，アリルーヤはすごすごと引き下がる。が，実はオボリヤニノブはゾー
ヤの愛人でアヘン中毒者，マニューシカは姪ではなくて女中に雇われているのであった。
　新しいソビエト体制にどうしても適応していけないゾーヤがこの六部屋を手に入れたのは，ある計
画に基づくものだった。裁縫店と裁縫学校を開くというのは偽りで，実は居間を秘密のクラブにし，
裁縫師として雇った女性たちのうち若い娘たちをホステスにして金を稼こうというのだった。資金を
蓄え，国外へ出る査証（ヴィザ）を手に入れたら，愛人とともにパリへ逃亡するつもりだったのであ
る。
　アヘンの禁断症状に苦しんでいるオボリヤニノブが登場すると，ゾーヤはマニューシカに命じて，
中国人の洗濯屋（実は麻薬の売人）のガゾリンに頼んで，アヘンの注射に来てもらう。ガゾリンに命
じられてアヘンを持ってきたのは同じ中国人のヘルビムだった。ヘルビムにアヘンを投与されて，一
時は悪夢にうなされたオボリヤニノブだったが，やがて正気に戻る。ヘルビムは気に入られて，まも
なく開店するクラブの給仕に雇われる。
　マニューシカがドアに鍵をかけ忘れて外出した隙に入ってきたのは，ゾーヤの遠縁の従兄弟のアメ
201
ソ連ネップ期の社会喜劇について
チストフであった。一部始終を立ち聞きした彼は，ゾーヤにこのフラットに同居させてくれと頼む。
もし断わったら，この一件をゲー・ペー・ウー（国家政治保安部）に密告すると脅す。ゾーヤはこの
口八丁手八丁の従兄弟を秘密クラブの支配人にすることを思いついて，同居させることにする。
　秘密クラブ〈ゾイキナ・クヴァルチーラ（これが戯曲の原題名）〉を開店させるに当たって，男た
ちを呼び込む目玉がなくて困っているところに，ゾーヤに高額の借金をしているアーラが訪ねてく
る。彼女もまたソビエト体制に適応できず，また意中の男が結婚してくれないため，国外へ逃亡した
がっていた。ゾーヤは借金を帳消しにしたうえ，逃亡資金が稼げると持ちかけて，彼女をヌードモデ
ルにしたタブロー・ヴィヴァン（活人画）を目玉にすることを思いつく。アーラは週に二度だけなら
としぶしぶ承諾する。むろん，男に所望されたら売春させるつもりであった。
　秘密クラブは開店当初から繁盛する。昼は党幹部の奥方たちを相手に最新のパリモードを売りつけ
て荒稼ぎし，夜は男たちの相手をするのである。
　ゾーヤの目当ては古くからの友人で，今は耐熱金属トラストの重役になっているグーシであった。
彼を通して国外へ出る査証と証明書を手に入れて，パリへ逃亡するつもりだったのである。
　やがてグーシはやって来たが，浮かぬ顔をして沈んでいる。仕事で多忙なだけではなく，妻と二人
の子供を捨てて，ある女性と結婚したいのだが，彼女がなかなかうんと言ってくれないのだと言う。
ゾーヤはグーシに，すぐに元気がでるからとアーラを引き合わせることにした。ところが，アーラは
グーシが妻子を捨てても結婚したいと思っていた当の本人だったのである。当然グーシは，こんない
かがわしいクラブで何をしているとアーラをなじる。アーラはお金がまるでなかったし，あなたがい
つまでも結婚してくれないから，ここでお金を稼いでパリへ逃げるつもりだったと答える。
　アーラはグーシと激しい口論の末，クラブを去って行く。すっかり失望落胆したグーシのところヘ
ヘルビムがやって来る。金はこんなにあるんだが，女がいないんだと札束を見せるグーシにヘルビム
は殺意を抱く。ヘルビムはナイフを取り出してグーシを刺し殺し，愛人になっていたマニューシカと
逃げ出して行く。グーシの死体を発見したアメチストフも金を持ち逃げして姿を消す。
　グーシの死体を発見して途方に暮れているゾーヤとオボリヤニノブの下に，アリルーヤの通報を受
けて，教育人民委員部の委員たちが訪ねてくる。事の次第を知った委員たちは警察に通報し，ゾーヤ
とオボリヤニノブは逮捕されてしまう。ゾーヤが最後にオボリヤニノブへ「男らしくしていてね。あ
なたを監獄には送らせないから。さよなら，わたしのクラブ1」と呼びかけて，終わりを迎える。
（3）ニコライ・エルドマン（1900～1970）作『委任状』（16）
　革命前は高級食料品店を経営していたグリヤーチキン家だが，ソビエト政府に財産を没収され，今
では残った衣服を売り食いし，下宿人を置いてようやく生活している有様である。この家の娘ワル
ワーラに縁談が持ち上がったが，持参金として持たせてやるものが無い。母親のナジェージダは一計
を案じて，先方の家が知り合いに欲しがっている党員（コムニスト）がいる，それは息子のパーヴェ
ルだと言ってしまう。それを聞いたパーヴェルは，妹のためにこれからの人生を棒にふるのかと憤慨
する。
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　先方のスメターニチ家の親子，オリムプとヴァレリアンが訪ねてくる。パーヴェルは党員のふりを
して先方を信用させ，縁談は決まり，早速婚礼を挙げることになる。パーヴェルはたまたま集会に呼
び出された住宅管理委員会に出席して，住宅管理委員会会長としての「委任状」を偽造して帰ってく
る。後は党員証を手に入れたら立派な党員だと嘘をつく。
　母親ナジェージダのところへ，知り合いのタマーラ・レオポリドーヴナが訪ねてくる。彼女はロシ
アの宝が入っている長持ちを預かってほしいと言う。誰かが奪いに来たら撃ってくれとピストルを渡
される。長持ちに入っているのは，ニコライ2世の皇女アナスターシアの衣裳だというのである。
　それを知ったパーヴェルとワルワーラは，試しにそれを皇女と同じ名前と父称（アナスターシア・
ニコラーエヴナ）である家の料理女ナースチャに着せてみると，ぴったりだった。ロシア帝国復活万
歳1とふざけているところへ，スメターニチ親子や，党員偽装のために頼んでおいたエキストラ労働
者たち（実は街頭音楽家たち）がやって来て，家中ごった返す。パーヴェルは衣裳を着せたままナー
スチャを長持ちに隠れさせる。
　そこヘタマーラ・レオポリドーヴナがまた訪ねてきて，長持ちが心配だからもっと安全な場所へ移
すという。移送先は党員の親戚を安全のために欲しがっていながら，実は全員ソビエト政府に反対し
ているスメターニチ家であった。
　グリヤーチキン家では婚礼の用意で大わらわで，ナースチャが姿を消したことに気がつかない。一
方，運び込まれた長持ちを開けてみたら，そこから皇女の衣裳を身に付けた女性が出てきて，スメ
ターニチ家の一同はびっくり仰天する。名前と父称を尋ねてみると，それもぴったり同じである。彼
らはロマノブ王朝（ロシア帝国）が復活できると大喜びして，秘中の秘だがと言って，革命政府に反
対している人々に連絡する。
　ナースチャは自分の身に何が起こっているのか一切知らぬまま，とんちんかんな受け答えをしてい
るうちに，スメターニチ家の息子ヴァレリアンとなら結婚してもいいと答えてしまう。こちらでも早
速婚礼の用意が始められ，神父が呼びにやられる。
　そこに婚礼の用意が調ったナジェージダとパーヴェルと娘のワルワーラが到着すると，ワルワーラ
とヴァレリアンの婚礼は中止になった，息子は皇女と結婚することになったからと言われる。いきり
立つ母親の前に姿を現したのは皇女の衣裳を着たナースチャで，ナジェージダの一言で正体がばれて
しまう。一同失望落胆したところに，パーヴェルが委任状を手に，全員を縛り上げてやると息まくが，
委任状を奪われて調べられ，偽物であることがばれてしまう。
　ナースチャを憎からず思って後をつけて来ていたイワン・イワーノヴィチが飛び出してきて，警察
に訴えに行くと叫んで走り去る。
　全員が助けてくれ，助けてくれの合唱の中で，オリムプががっくりして眩く。「どこにも本物はい
やしない。殿下もコムニストも本物じゃないんだ。この分じゃ，私達だって本物じゃないんだ。」
　最後にパーヴェルが母親に言う，「お母さん，私達は縛ってもらうことさえ，ことわられたんです。
お母さん，どうしたらいいんです，どうして生きて行ったらいいんです。」
203
ソ連ネップ期の社会喜劇について
（4）ニコライ・エルドマン作『自殺者』（17）
　セミョーン・ポドセカリニコフはモスクワのアパートに妻のマリヤと妻の母セラフィーマと三人
で暮らしている。彼は今失業中で，掃除婦として働いているマリヤの給料で生活しているが，そのこ
とに我慢がならない。セミョーンはなかなか職が見つからない焦りから，ソビエト政府への抗議とし
て自殺すると言いだして，ピストルを持ってトイレに閉じこもる。マリヤは自殺を思いとどまるよう
セミョーンを説得するが，彼はトイレからなかなか出てこない。アパートの隣人たちをたたき起こし
て，ようやくセミョーンを説得することに成功するが，抗議のために自殺するつもりだという噂は瞬
く間に広がっていく。
　自殺を思いとどまったセミョーンは，通信販売の広告に目を止める。そこには，チューバを買って
演奏法を独習し，コンサートを開けば成功間違いなし，とある。早速取り寄せてチューバの独習を始
めたセミョーンだったが，演奏の次のステップに移ると，音階練習のためにピアノを買うこととあっ
て，このプランは断念することになる。
　再びセミョーンはソビエト政府への抗議として自殺すると言い出し始める。ところが，抗議のため
に自殺するという噂は既に街中に広がっていた。ソビエト体制を歓迎せず，社会の弱者になっていた
社会階層，インテリゲンツィアや聖職者のグループが集まってきてセミョーンの勇気をほめたたえ，
各々のグループの利益になるよう彼の自殺を利用しようと企み始める。彼らはセミョーンに是非遺書
を書き残すように勧める。これがなければソビエト政府への抗議として自殺したという証拠が残らな
いからである。
　セミョーンの自殺を支援する各グループ合同で盛大な惜別の宴会が催される。すっかり英雄気取り
になったセミョーンはこれからクレムリンへ電話をすると言って，実際に電話をかけるが，相手にさ
れず，あっさりと電話を切られる。しかし，いざピストルで自殺するとなると生来の臆病風に吹かれ
て怖気づく。景気づけのつもりで飲んだウオッカだったが，つい飲みすぎて彼は前後不覚になって街
路に眠り込んでしまう。セミョーンの姿を見つけたグループの一人が，てっきり彼が予定通りに自殺
したものと思いこみ，彼を棺に入れて教会へ運び込み，葬儀の準備を始める。
　マリヤは彼が自殺したのではなくて，ウオッカを飲みすぎて眠りこけているだけだと半狂乱になっ
て訴えるが，誰も耳を貸さない。葬儀が厳かに行われ，各々が弔辞や惜別の辞を述べて，セミョーン
に口付けしようとすると，彼は死んだふりをしていられなくなり，上半身を起こすと相手を抱きかか
えて口付けを返す。教会の中は大騒動となる。
　一昼夜，教会堂に安置された棺の中に花に埋もれて眠っていたセミョーンは腹が減って腹が減って
我慢ができなくなり，供えられた食物をむさぼり食う。
　そして，体験したことのために新しい洞察を得たと宣言して，人々に次のように語る，「ぼくらは
革命に反対して現実に何かしてるだろうか？革命の初日から，ぼくらは何にもしてこなかった。ただ
お互いを訪ねては，生きていくのが大変だとお互いに話しているだけだった。生きていくのが大変だ
と言いさえすれば，少しは楽になるからね。お願いだ，生きて行くための最後の手段をぼくらから奪
わないでくれ。生きていくのが大変だと口にすることをぼくらに許してくれ。」
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　人々は取り乱し，ある者はなおもセミョーンに自殺を求める声を上げはするものの，誰もそれ以上
踏みこんで何かしようとはしない。そこに登場人物の一人が飛び込んで来て，同じく自殺志願だった
詩人のペトゥーニンがピストルで自殺した，遺書が残されていたと告げる。遺書には，「ポドセカリ
ニコフは正しかった。人生は本当に生きるに値しない。」と書かれていたのである。
（5）ポリス・ロマショフ（1895～1958）作『空気饅頭』（18）
　1922年のモスクワ。ネップで設立された株式会社チークの営業部長セミョーン・ラークは，新た
な合弁会社アルパを立ち上げるべく，毎日忙しそうに街を走り回っている。彼はチークの社長フヨー
ドル・カラムイスロフを巻きこみ，アメリカのブロードウェイ親子株式会社の代表を名乗るミス
ター・プリスを引き合わせて大々的に事業を起こそうとしていたのである。その設立パーティに披露
する会社の表象ともなる巨大なピロシキ（空気饅頭）を，彼は街の菓子店に注文しに来ていた。
　彼はモスクワへ出てくる前にクリミアのオデッサで詐欺，密売，投機を始め，さんざんの悪事を働
いて，巨額の富を手にして首都に出てきたのであった。彼に約束手形をつかまされて，姿をくらまさ
れたアブルイドロフという商人と，ラークは街でばったり出くわす。手形の支払を要求するアブルイ
ドロフと取引した後ラークは警察に通報して彼を逮捕させる。
　フヨードルの兄イリヤ・カラムイスロフが頭取を勤める銀行では，ラークを信用して営業主任に登
用したのだったが，さまざまな工事の請負入札で，彼に好き勝手にチークと契約を結ばされていた。
それでなくても銀行は，頭取からして銀行の金で買った自動車を愛人に使わせるなど，方々で腐敗が
はびこっていた。調度主任のグサコフは頭取に諌言するが，逆に解雇される。グサコフはラークを共
産党の細胞に告発し，従業員委員会が開かれることになる。
　工事請負入札の際の不正を暴かれたラークは開き直るが，次々に銀行内の腐敗が暴かれて行く。頭
取のカラムイスロフはラークと手を切る決心をするが，時は既に遅すぎた。
　釈放されたアブルイドロフは復讐するために，夜ラークの住まいを訪れ，例の約束手形とラークが
今日手に入れた手形を無理矢理交換させた挙句，アパートの四階の窓からラークを突き落として去
る。ラークは奇跡的に骨折一つしないですんだ。
　一方アルパの方だが，ミスター・プリスなるアメリカの実業家は実は偽者で，契約の前渡し金を持
ち逃げして，既にモスクワから姿を消していた。
　ラークが南部産業貿易から手に入れた約束手形もまた偽者で，ついにラークのもくろみは頓挫す
る。チークも銀行も事業運営に行きづまり，カラムイスロフは銀行の頭取を罷免され，周囲にいた悪
党どもも次々と逃げ出して行く。だが，ラークー人意気軒昂に例の空気ピロシキを飾ったアルパの設
立パーティを何としても挙行すると言い張る。
　パーティの準備が調い，客たちも皆着席したところへ，ピラミッド型の巨大なピロシキが台座の上
に運びこまれる。客たちを前にラークが演説をぶっているところに，ゲー・ペー・ウー（国家政治保
安部）の刑事たちが入りこんでくる。客たち一同は驚樗し，狼狽して騒ぎ立てる。刑事が全員を拘引
すると告げると，彼らは化石化したまま，「だんまり」の場面になって終わる。この最後の場面は，
205
ソ連ネップ期の社会喜劇について
明らかにゴーゴリの『検察官』の幕切れのパロディになっている。
（6）ウラジーミル・マヤコフスキイ（1893～1930）作『南京虫』⊂19｝
　幻想喜劇九景と副題された『南京虫』は，1929年と50年後の1979年のロシアを舞台にしている。
場面はネップ期に特有だった，さまざまな商品を立ち売りする商人たちの呼び声が騒々しい市場から
始まる。元労働者で元党員のプリスイプキン（劇中ではフランス語ふうにスクリプキンとも呼ばれる）
は，恋人で労働者のゾーヤを捨てて，プチブルの理髪店ルネサンス家の娘エリゼヴィラと結婚するこ
とにした。労働者階級の身分を捨てて，プチブル階級の仲間入りすることにしたのである。人生に絶
望したゾーヤはピストルで自殺を図る。
　ルネサンス家の人々もプリスイプキンの持っている組合の配給券が手に入って，双方大喜びで，今
日は婚礼に必要な食料品や雑貨を市場に買出しにきたのであった。
　婚礼の宴会でウオッカを飲みすぎた男が，花嫁を突き飛ばし，ひっくり返った花嫁の衣裳に暖炉の
火が燃え移り，火事になる。消防車が駆けつけ，放水して消火に当たったが，地下室の宴会場から逃
げ出せた者はなく，厳冬期のこととて地下室はそのまま凍りついてしまう。犠牲者（死体）の数が一
人足りなかったが，凍りついてしまった地下室はそのままに放置される。
　50年後の1979年，工事作業中の一隊が地下7メートルのところに，氷付けになった地下室を発見，
氷の内部に人間の姿が見えると報告がくる。それは50年前に凍りついたままのプリスイプキンであっ
た。
　人間復活研究所は50年前と現在との種々な比較研究を行うために，この冷凍人間を解凍して復活
させることにした。覚醒したプリスイプキンの背中には一匹の南京虫がくっついていて，一緒に復活
することになる。研究所には50年前自殺を図ったゾーヤが一命を取りとめて，助手として働いてい
た。
　復活したプリスイプキンの振舞は全ての点で，今では文献にしか載っていない博物館級のものに
なっていた。唾を吐くのも，ロマンスを歌うのも，アルコールを飲むことも，全ては過去の遺物になっ
ていたが，これらが全てプリスイプキンとともに甦り，50年後の社会の人々に伝染病のように感染
し，被害を及ぼしていく。
　その被害のすさまじさに，研究所はプリスイプキンに「アブィヴァーチェリウス・ブルブリス」（俗
物）と，南京虫には「クロープス・ノルマリス」と学名を付け，橿に入れて動物園で公開することに
決めた。だが，南京虫を生かすには血を吸わせてくれる人間が必要であり，プリスイプキンがその役
目を引き受けてくれれば好都合である。彼は橿の中で，アルコールを好きなだけ飲んでも，ギターを
弾いてロマンスを歌っても，そこら中に唾を吐いてもいいという条件でこの提案を受け入れる。
　公開された艦の中には，台座の上に南京虫が入れられた透明のケースがあり，その後ろの一段高く
なったところにダブル・ベッドが置いてあって，その上にギターを抱えたプリスイプキンが座ってい
る。酒瓶が床にころがり，床には沢山の疾壺が置いてある。空気清浄器が四つ取り付けられて，50年
後の人々には害毒になるプリスイプキンの声と吐息が直接漏れてこないようになっていた。
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　動物園長が安全であることを宣伝しようとして，プリスイプキンを橿の外に連れ出した瞬間，彼は
群衆に向かって怒鳴り始める。パニックに陥る群衆。動物園長は係員を使って，プリスイプキンを鑑
の中に追い戻し，慌てて場内の空気の清浄に取りかかる。こうしてプリスイプキンはまた明日も見世
物になるのである。
（7）ウラジーミル・マヤコフスキイ作『風呂』一六幕のドラマとサーカスと花火（oo）
　ソ連の赤いエジソンと呼ばれている発明家で労働者のチュダコフは，仲間の助力を得ながらタイ
ム・マシンを開発した。これによってわれわれはあらゆる時間を短縮して，未来へ到達できるのであ
る。五力年計画も容易に四年で達成できるようになる。
　だが，チュダコフには作動実験をする研究費も場所もない。既に何度も調和管理局に申請している
のだが，未だに認められていない。チュダコフは仲間とともに管理局へ直訴に行くが，お断りだと門
前払いをくわされる。だが，タイム・マシンは既に稼動し，50年後の世界から，今晩8時に使節を送
るとの連絡が来ていたのだ。
　チュダコフは自分たちが住む，また調和管理局長官ポベドノーシコフの住む共同住宅の階段の踊り
場でマシンを作動させることにした。激しい破裂音と閃光（花火）の中に，光り輝く一人の女性が「委
任状」を持って現れる。彼女は100年後の2030年の共産主義社会からやって来た使節で，ある使命を
帯びていた。委任状には，「コミュニズム誕生史研究所は，…全権を委任し，…優秀な人々を選考して，
・・､産主義の世紀へ移住せしむること」と記されてあった。
　早速，選考委員会が設けられて人選が始められるが，燐光の女は「楽しみながら働ける人，心の底
から自分を捧げたい人，創り出すことに飽きない人，人間であることを誇らしく思う人なら，どんな
人でも」未来に受け入れてもらえると言う。但し，その条件に合致しない人間は飛んで行く時間に掃
き落とされるのである。
　再び激しい破裂音と閃光が発して，マシンは労働者チュダコフたちを乗せて燐光の女とともに姿を
消してしまう。後に残されたのはポベドノーシコフと彼の取り巻きの官吏たちや追従者たちであっ
た。ポベドノーシコフは最後にこう言う，「あの女も，あんた方も，作者も一一体この芝居で何を言
わんとしたわけですかね一まさか，私みたいな人間はコミュニズムに必要でない，なんてことじゃあ
りますまい？1」
　この戯曲は，劇中に含まれているサーカス・アトラクションの一幕の構造から言っても，また幕切
れの台詞から見ても，ロシアのシアトリカリズム戯曲の見本の一つと言ってもよい作品であるが，そ
のことは本研究のテーマと直接の関係を持っていないのでこれ以上は述べない。
　より重要なのは，マヤコフスキイが戯曲中で登場人物たちに語らせている，現在（1930年）のソ
連の社会状況が持っていた諸問題への言及である。それらが激しく起こる喚笑の源になっているので
ある。
　「粛清がおこなわれたばかりなのに，官僚なんているものですか。」とか，「ネップ的なくちびるを
していると言って，秘書のクビをきりましたしね。」，あるいは，「わが国の現実の明るい面を見せる
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ようにしなければならん。何か模範的な事柄をとりあげてだね。」という台詞。また，「五ヵ年計画の
おかげであなた方はリズムとスピードには馴れていますから。」や「三交代制のおかげで，休みなし
の進行には馴れていますね。」などの台詞である。
5．ソ連社会のリアリズム
　アルドブが『塵芥掃除組合』で描き出したのは，首都モスクワの協同組合の間に暗躍して，うまい
汁を吸おうとする悪党の姿で，それが現代（当時）のフレスタコーフたりえていたのである。もっと
も，ゴーゴリのr検察官』では，その幕切れの見事さにわれわれ観客は喚笑して終わるのであるが，
アルドブの場合にはわれわれは一種の恐怖感にぞっとする。
　ロマショフが『空気饅頭』（本当はふくらんでいるだけで中味は空のピロシキという意味で，ネッ
プマンの事業を象徴している題名なので，『空のピロシキ』と訳したいところなのだが慣例に従って
おく）で描いたのは，ネップ期のニューリッチたるネップマンが，いかに事業を拡大しようとして違
法行為や犯罪を犯し，ついに最後には身の破滅を招く姿だと言ってよい。
　エルドマンが描いたネップの姿は二つある。一つは，アルドブの喜劇と似たテーマ，つまり公式書
類（証明書）さえ手に入れられれば（それが偽物であっても），万事がうまく運んで，大きな利益が
得られるという官僚主義の弊害を描いたもので，これが『委任状』の世界である。だが，登場人物た
ちは現実社会の中で生きていない，生きて行こうとしていないのである。読んだ時に感じた物足りな
い「何か」の正体がこれであった。もう一つは，ネップの恩恵にも与れず失業者のまま社会の底辺に
落ちて行こうとしている市民の立場から，この境遇を脱して問題を解決するのは自殺するしかないと
決めた主人公を，自分たちの利益に結びつけて利用しようとする社会各層グループの思惑を描いたも
ので，これが『自殺者』の世界である。これは失業とそれが生み出す格差社会の問題を扱ったもので，
全体がドタバタ喜劇調で展開し，様々奇妙な団体が登場するので目をくらまされるが，内容は誠刺で
はなく全くのリアリズムであると言ってよい。
　これほど傾向の異なった作品群を一括してネップ期の社会喜劇と呼んでいる訳である。ブルガーコ
フの『ゾーヤのフラット』も，財産を蓄え，裏から査証（ヴィザ）を手に入れてパリへ逃亡しようと
する人々の姿を描いた作品である。その財を蓄える方法が売春と麻薬の密売であり，かつその方法を
可能にするのが住宅難に喘ぐモスクワで六部屋の住居の所有を保証する，これまた証明書であるとい
う点で，社会喜劇の傾向を全て内包した傑作である。
　ここにマヤコフスキイの喜劇『南京虫』と『風呂』が加わってくる。前者が書かれたのが1928年
の12月（上演は1929年），後者は1930年であるから，ネップ期の正確な定義から言えば，ネップ期の
社会喜劇には入れられない作品である。既に第一次五ヵ年計画が開始されていたからである。それに
もかかわらず，本研究ではネップ期の社会喜劇と位置づけたのは，両作品が官僚主義の撲滅という
テーマとがっちり組み合う要素を持っていたからである。但し，マヤコフスキイの創作の力点はネッ
プの弊害には置かれておらず，50年後100年後の清潔な完成された共産主義社会というパロディ，
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あるいは反ユートピア，決して実現しそうにない，実現してもらいたくない社会にあったことは明ら
かである。だから，この二つの喜劇は最初からどっちつかずの「出来損ない」になる危険性を有して
いたのである。
　既に社会悪の告発よりも，社会主義建設への賛美を求められているのが十分分かっているにもかか
わらず，マヤコフスキイは現実の社会を観察して，ネップ期の社会喜劇にも戻れず，かと言って社会
主義リアリズムの先取りをする訳にも行かなかった。そこで50年後の理想の社会主義社会というヴィ
ジョンを持ち出してきたのである。そしてそれは，1929年当時のソ連社会にとっては反ユートピア
にならざるを得なかったのである。
　マヤコフスキイが二つの喜劇にこめた意図は，意図として理解してみなくてはならない。彼が作品
にこめた意図とは甘予情（リーリカ）」であるという問題である。これには私の実際の体験が関わっ
ている。論文の内容として相応しくないのは重々承知しながらも，その体験を抜きにしてマヤコフス
キイの喜劇の世界を論じ終える訳には行かないのである。
　モスクワの都心にルビャンカ広場という場所がある。KGB（国家保安本部，現在はFSB）の建物が
正面にある広場で，右に通りを一本隔てたところにマヤコフスキイ博物館がある。この博物館を訪ね
た際にある体験をしたのである。この博物館の二階にはマヤコフスキイのデスマスクと並んで，『風
呂』の舞台装置（縮尺）模型が置かれている。この模型の前で学芸員が語ってくれたところによると，
マヤコフスキイに『風呂』を書かせたのは「ソビエトに対する彼のリーリカ（捌青）なのだ」と言う。
私が「でも，作品には謁刺が沢山ありますね」と言うと，彼女は鋭い口調で「いや違います。マヤコ
フスキイが描こうとしたのは調刺ではなく，捌青なのです。調刺などくだらないことです。」と反論
してきたのである。私はなおも颯刺の要素が多分にあると食い下がったが，彼女は颯刺に力点がある
のではないと決して譲らなかった。
　どうやら，われわれはロシア人の特殊な心晴（心的メカニズムと言ってもよい）が理解できないよ
うなのである。表向きの課刺に何度もどっと笑い転げながら，観客の笑いは常と違っていたようなの
である。作家の宮本百合子はソ連滞在時の1930年，『南京虫』を観劇して，その笑いについて次のよ
うに記している。
　「その数百の笑いは，笑いどよめくという風なたちの笑いかたではなくてどっと笑ってしまうと，
　それっきりぷつんと笑いの尾はきれてしまう，余韻のない笑いかただった。人生のユーモアがあっ
　て，思わず笑う心の笑いではなくて，…それは五ヵ年計画というものによって示される神経反射の
　一つのようだった。」（21）
　確かに「南京虫』も『風呂』も，表面は掃除しても掃除してもなくならない党員の官僚主義に振り
回され，あるいはそこに付けこんで行かざるをえないソ連市民の姿を面白おかしく描いて観客を大い
に笑わせながら，その笑いはぷつんと切れてしまう。その瞬間，彼らは何を思い考えていたのであろ
うか。恐らく，社会の現実を笑っているだけでは未来の社会はついに訪れないという思いであったの
か，それとも，このような未来社会が訪れるはずはないという思いだったのか。
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6．i魏1をめぐって
　ハロルド・シーゲルはその著の中で，私が本研究で扱った社会喜劇をNEP　Satireと一括りにして
論じている。そして，これらの喜劇は，1928年に第一次五ヵ年計画が開始され，やがて社会主義リ
アリズムが唯一公認の芸術創造方法と規定される1934年以前の，短い期間に書かれた誤刺喜劇であ
り，不条理でグロテスクな誤刺喜劇の下位ジャンルとしてひとまとめにして考えられると言う。㈱
　では，アルドブの『塵芥掃除組合』を読んで，これはゴーゴリ的だと感じたあの印象は一体何だっ
たのであろうか。また，ゴーゴリ以来のロシア喜劇の伝統を「課刺」の一語で表現して済むものだろ
うか。そういう疑問が湧いてきたのである。現在では，ゴーゴリに謁刺をする意図が全くなかったこ
とは広く認められているからである。浦雅春は解説の中で次のように書いている。
　「これだけどぎつく風刺していながらその自覚がないのはいかにもゴーゴリらしいのだが，ゴーゴ
　リには体制批判の意図などさらさらなかった。彼はただ社会の不正をやり玉にあげて人々の魂の浄
　化を図ろうと考えていたのだ。」㈱
　「誕刺」とは辞書的な意味合いで言えば次のようになる。．つまり，「遠まわしに社会や人物の欠点，
罪悪を批判すること。また，その批判を嘲笑的に表現すること」。だが，ネップ期に書かれた社会喜
劇はそういった辞書的な意味での課刺喜劇ではなかったようである。西側の資本主義社会では課刺と
見なされる文学の機能が，ソ連では必ずしもそうではなかったようである。なぜなら，その機能は同
時代のソ連社会の趨勢と分かちがたく結びついていたからである。そのことを例えば，悪名高い「粛
清」ということを例に挙げて考えてみる。
　一般には，1936－37年にスターリンがソ連社会の全領域で実行した「大粛清」が余りにも有名であ
るが，実は粛清そのものは1928年から社会の各所で始められていたのである。粛清のことをロシア
語で「チーストカ」と言うが，これはそもそも「掃除」を指す語で，粛清も掃除も同じチーストカと
言った。社会の中の各機関にはびこる不正や官僚主義や汚職などを無くすための，文字通りの掃除と
して始められたものであった。
　それを証言するのは，1927年冬から1930年春までソ連に滞在した宮本百合子である。彼女は先に
引用した小説『道標』の中で，1929年初めの社会状況を次のように描写している。
　「ことしのモスクワの雪は，五ヵ年計画を四年で1　という赤いプラカートの上に降り，国立銀行
　の建物の高い軒にはり出されている「われわれは清掃を行っている（ウ・ナース・チーストカ・イ
　ジョット）」という機構清掃のプラカートをかすめて降っている。（中略）伸子は興味をもって「プ
　ラウダ」や「コムソモーリスカヤ・プラウダ」の清掃についての記事を読むのだった。ある経営で
　清掃を行うときには，それを公告する義務があった。ウ・ナース・チーストカ・イジョット，
　と。」（24）
　宮本百合子が証言するように，チーストカ（清掃，掃除）とは社会にありふれた言葉であり，そし
てネッフ期の社会喜劇が挟り出そうとしていたのは，この清掃されるべき社会悪だったのである。
　ソ連ネップ期の社会喜劇が1920年代後半のソ連社会で果たした機能が謁刺であったと受け取られ
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るのは，ある意味で仕方がない。まず，遠まわしにではなく，あからさまにだが，社会や人物の欠点
や罪悪を，多くの場合実際に摘発された事件に基づいて批判しているし，またその批判された対象を
嘲笑的に表現しているからである。
　ところが，先にも述べたように官僚主義や汚職あるいは投機や違反行為といった社会悪は，特定
の人間ではなく残念ながら社会全体に広く認められる現象であった。そして，社会喜劇はそれらの社
会悪を告発され，矯正され，撲滅されるべき対象として描いた。社会喜劇が批判の標的として，題材
として選んだのは，そういった社会の中に実際にあった情況，実際に起こった事件だったのである。
そういった意味では，社会喜劇は誠刺の機能を確かに超えていた。
　ゴーゴリが『検察官』の中に挟り出した事例が，いかに架空のものであったにせよ，またプーシキ
ンに聞いた逸話に基づいたものであったにせよ，ゴーゴリ自身にとって自らの作品は，よって課刺で
はなく社会の現実，リアリズムであった。これと同じように，ソ連ネップ期の社会喜劇の作者たちが
扱った題材もまた，実際にリアリズムであったのである。
　彼らの書いた社会喜劇は，結局文学作品としては「認刺」というジャンルに分類されてしまうので
あろうが，彼らは決して言風刺しようとしたのではなく，喜劇の形式で社会悪を摘発しようとしたのだ
と考えていいだろう。その目的は，つまりモリエールがその傑作喜劇を書いたのと同じ，「社会悪の
矯正」というものであった。
　だが，社会喜劇が書かれた目的をモリエールのそれと同じだったと言っても，実際は何の役にも立
たないのである。というよりも，モリエール自身があれらの喜劇を書いたがために蒙らねばならな
かった迫害の方に目を向けた方がいのかもしれない。
　つまり，ネップ期の社会喜劇が挟り出し，表現したソ連社会の現実（リアリズム）の余りのすさま
じさに，政府は脅威を感じざるをえなかったのではあるまいか。これでは現実の社会に行われている
社会悪を多くの市民に宣伝することになってしまうからである。ソ連政府にとっては社会悪を摘発
し，撲滅するために喜劇を書いてくれるよりも，いかにそれらの社会悪が克服されて，社会主義の建
設へ向かっているかを（それもまた現実であったことを忘れてはならない），英雄的な主人公の行動
を通して描いてくれた方がはるかに都合がよかったのである。
　従って，ソ連政府はそれらの社会喜劇の何割かを上演禁止処分にした。1928年からは上演台本の
検閲が復活されていた。そして，上演禁止処分を受けたことによって，逆説的なことに，これらの社
会喜劇は言風刺であったという烙印を押されたのであったろう。先に引いたエレンブルグの引用にあっ
たように，楓刺と見なされたものは「ほとんど破壊的行為に近いもの」だったのである。
　だが，上演禁止処分を受けた当の劇作家たち自身にとって，それはいかなる意味を持っていたのだ
ろうか。それはブルガーコフやマヤコフスキイが人生の最後に経験せざるをえなかったことが如実に
物語ってくれている。
211
ソ連ネップ期の社会喜劇について
（1）Mocκ08cκuti　meamp　camupbl　1924－1974（M．　HcKyccTBo　1974）pell．　M．51．　JleHHIIKafl．
　　この文献には頁数がなく，巻末にレパートリー一覧表が載っている。それによると初演は1928年1月24
　日とある。第一次五ヵ年計画開始直前であった。
（2）jPb，ccκafi　nucamenu　20　eeκa・－6uoepaipugecκudi（moeapb（M．2000）皿aB．pen．　n．A．　HHKoAaeB．
（3）『裏切られた革命』レフ・トロツキイ著，藤井一行訳（岩波文庫　1992年）38頁。
（4）同書39頁。
（5）rわが回想一人間・歳月・生活』〈改訂新装版〉第2巻　イリヤ・エレンブルグ著，木村浩訳（朝日新聞
　社1969年）81頁。
（6）同書84頁。
（7）Russia　’s　Last（］　aPitalist　：　The地ρ2π碑1921－1929，　Bal1，　A．M．（University　of　California　Press　1987）
　P．109
（8）エレンブルグ同書82頁。
（9）Bal1，0p．cit．　p．110
（10）エレンブルグ同書86頁。
（11）「鼻・外套・査察官』ゴーゴリ著，浦雅春訳（光文社古典新訳文庫　2006年）解説341頁。
（12）戯曲は『世界戯曲全集』第27巻「労農露西亜劇集」（世界戯曲全集刊行会　昭和4年）に所載のものを参
　照した。（原題名『フセスヴァールカ』は「全部ゴミ」とか「ゴミの山」と言った意味である。）
（13）The　Modern　Encyclopedia　of　Russian　and　Soviet　Literature，　vol．1，　Weber，　H．B．（Academlc
　International　Press　1977）
（14）『モスクワは本のゆりかご』レフ・シーロフ著，児島宏子訳（群像社　2005年）105－114頁。
（15）30alKuHa　K8apmUpa．　M．　ByllraKoB．　Co6paHue　coqHHeHHM　B　8－H・ToMax．　ToM　7（Cn62002）cc．9－92
（16）『世界戯曲全集1第27巻
（17）CaMoア6udinya．　H．［）pnMaH．　nbecbl．　HHTepMeAHM．　nHcbMa．　AoKyMeHTbl．　BocnoMHHaHHA
coBpeMeHHHKoB．（M．　VacKyccTBo　1990）cc．81－164
（18）『世界戯曲全集』第27巻
（19）『マヤコフスキー選集」第2巻，小笠原豊樹関根宏訳（飯塚書店　1973年）
（20）『マヤコフスキー選集』第3巻，小笠原豊樹，関根宏訳（飯塚書店　1973年）
（21）「道標」第3部，『宮本百合子全集』第8巻（新日本出版社　2006年）336頁。
（22）Twentieth－Cθ班曜y　Russian　Drama：From　Gorky　to　I）resent，　Segel，　HB．（Columbia　Univ．　Press
　1979）p．149
（23）浦雅春同訳書，解説341頁。
（24）宮本百合子前掲書，325－6頁。
（たけだ・きよし　文学部教授）
